
看護職員の負担軽減・処遇改善計画

2023年4月現在
1、職員数　　 常勤  163名　　非常勤　　11名
2、平均残業時間 5.15時間前後/月（病棟）
3、夜勤回数 平均8.21
4、育児支援制度利用者 　　2名

現状 目標 具体策 2023年度評価

高齢患者の増加で ・介護士を含め看護助手の採用条件と ・看護助手の業務配分や

日常生活援助の負担大きい 業務の改善を行い、看護助手業務を 配置時間の検討

介護支援配置が難しい 見直し、定着を図る ・非常勤務の助手への業務

委譲範囲の拡大

一部病棟の新採用看護助手 ・多様な勤務形態の導入を行い

が定着しない 業務集中時間に配置する

・看護助手の待遇を見直し

採用拡大と定着につなげる

・規定やマニュアルの整備

入退院の多い時間帯に 子育て支援内容や働き方やプラチナ ・勤務体制の見直し

マンパワーが足りない ナースの登用や短時間勤務者雇用も再検討し・配置転換等子育ての状況により

効率の良い配置と業務内容を再考し 柔軟な働きかたへ実施する

新採用者の指導人員が 実施する ・育児短時間でも常勤であることと

足りない 新採用者指導基準を愛用して個別に評価し その必要性とや役割を理解して業務を

本人のモチベーションを維持して指導 実行してもらう

できるよう看護部全体で取り組む ・昨年同様新採用者には1カ月間フリーで

いてもらい、職場適応促進して定着に繋げていく

夜勤勤務者一人あたりの 夜勤人員の積極的な採用や ・第2病棟以外2交代勤務を実施する

夜勤回数が偏り、リーダー層 育成を行い、夜勤回数減少 ・夜勤専従看護師の活用

の夜勤が多く負担である を図る ・夜勤回数上限設定

・残業が出ないよう業務の調整

シフト間隔の確保と勤務前後 ・シフト間の時間確保や日勤深夜

に係る配慮を行う 　準夜日勤の　シフト回避をする

・科長に対して連続夜勤回数2回

夜間・休日時に管理当直にいつでも までとする勤務表作成の努力義務

相談できるよう支援を依頼する 昨年より2回夜勤のスタッフが

2割以上増える

（連続勤務での夜勤希望者は除く）

薬剤部

持参薬が多くあり持参薬 持参薬を整理を委譲する ・持参薬整理と管理　

整理に時間がかかる 点滴や指示薬剤の準備 ・定期指示点滴の調剤　

点滴調剤に時間を要する ・抗がん剤の準備　配薬のセッティング

認定看護師の活用

認知症に対する理解と病態 認知症を理解し看護を学ぶ ・定期的に研修実施や必要時患者ケアの相談が

管理に難渋することがある できるようにする

ストーマや創傷処置の調整や ストーマや創傷処置の調整や ・専用の携帯を手配して、いつでも相談

管理を相談できる環境にない 管理を相談できる環境にない できるよう勤務配置を検討する

患者サポートセンター

入院時の説明や書類について 入院時の説明や定型業務を委譲する ・入院時のオリエンテーション

時間を要する ・転倒転落・栄養・入退院アセスメントシート

の記入

・同意書等書類確認

理学療法科

患者のＡＤＬの自立度が低い リハスタッフによるベットサイドの起座動作・リハビリの前後や介助が必要な方の送迎

リハビリへの搬送に手が回らない 確認が必要な患者さんに関して前後の送迎 ・体動困難な方はベットサイドリハ施行

トランスや体位保持に不安な 不安なく看護業務ができるよう研修実施 ・移送や体位変換・保持について職員へ

スタッフがいる 　研修を依頼する


